
明
治
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日

第

三

種

郵

便

物

認

可

発行所

〒
一
〇
五
e

八
四
四
五

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
二
丁
目

二
番
四
号

独
立
行
政
法
人
国
立
印
刷
局

電 話

03
(3587)
4294

定 価

一
ヵ
月
一
、五
九
六
円(

本
体
一
、五
二
〇
円)

本
号
一
部

一
三
六
円(

本
体

一
三
〇
円)

(

配

送

料

別)

Î
号
外

三
月
四
日
付
第
四
四
号
九
六
ペ

付
衆
会
第
五
号
四
〇
ペ
ー
ジ

Î
官
報
郵
送
料
の
お
知
ら
せ

二
月
分
（

ー
ジ
×
同
日
付
政
府
調
達
第
四
二
号
二
四
ペ
ー
ジ
×
二
月
一
日

月
極
一
部
当
り
）
の
郵
送
料
一
、
八
八
四
円

ペ
ー
ジ
段

行

誤

正

正

誤

三
四
二
一
四
〜
一
五
に
よ
っ
て

に
よ
つ
て

五
上

二
「
規
則
」
の
下
に「（
昭
和
二
十
五
年

建
設
省
令
第
四
十
号
）」を
加
え
る
。

一
七
〃

九
エ
レ
ベ
ー
タ

エ
レ
ベ
ー
タ
ー

二
四
下

一
九
昇
路

昇
降
路

三
〇
上

六
JÅ¢ÅK
制
御
等
回
路

終
り
か
ら

制
御
器
等
の
回
路

三
二
下

九

三
一
〃
〃
一
九

J¢K
制
御
等
の
回
路
制
御
器
等
の
回
路

三
四
上

一
一

別
記
第
一

号（
注
意
）

三
八

g
中 基

準
に
よ
り

基
準
値
に
よ
り

〃

〃
〃

基
準
を
記
入

基
準
値
を
記
入

〃

〃
i
中

JÅ¢ÅKよ
り
、
に
、

よ
り
、

別
記
第
六

号（
注
意
）

五
〇

h
中

別
記
第
一

号（
注
意
）

三
八

NX
中 装

置
」

装
置
」
及
び
６
b

「
か
ご
非
常
止
め

装
置
」

別
記
第
二

号

三
九

３
`
中 再

床
合
せ

再
床
合
わ
せ

別
記
第
二

号（
注
意
）

四
一

i
中 「

主
索
及
び
鎖
」
「
主
索
又
は
鎖
」

四
二

２
Î
中 鎖

N
o

鎖
の
番
号

別
記
第
三

号

別
記
第
五

号（
注
意
）

四
八

g
中 上

で
、
で

上
で
、

別
記
第
六

号（
注
意
）

五
〇

}
中 構

い
構
い
ま
せ
ん
。

〃

〃
j
中比

率
を
記
入
し
て

く
だ
さ

比
率
を
記
入
し
て

く
だ
さ
い
。

別
添
１
様

式（
注
意
）

五
一
上

}
中 あ

っ
た
の
場
合
は
あ
っ
た
場
合
は

〃

〃
〃
�
中プ

レ
ー
キ

ブ
レ
ー
キ

五
二
上

九
「
規
則
」
の
下
に「（
昭
和
二
十
五
年

建
設
省
令
第
四
十
号
）」を
加
え
る
。

〃

下

一
J¢K
七
十

J¢K
八
十

〃

〃

六

終
り
か
ら

〃

〃
一
七
〜
一
六

五
三
上
〃

九

〃

下

五

終
り
か
ら

〃

〃

七
J¥¥¢¥¥K

ワ
イ
ヤ
ー
ロ
ー

プ

ワ
イ
ヤ
ロ
ー
プ

J¥¥¢¥¥K

劣
化
の

状
況

目
視
に
よ
り
確
認

す
る
。

終
り
か
ら

五
五
下

六
油
音

油
温

五
六
上
〃
一
五
取
付
及
び

取
付
け
及
び

別
記
（
注

意
）

五
九

i
中 結

果
を
記
入
し
て

く
だ

結
果
を
記
入
し
て

く
だ
さ
い
。

六
〇

〃
NZ
中遊

技
遊
戯 著

し
い
損
傷
又
は
腐

食
が
あ
る
こ
と
。

終
り
か
ら

三
一
下

一
五

J¥¢¥K
を
加
え

に
改
め

〃

三
三
上
一
四
〜
一
三

三
一
下
〃
一
四
¿
欄

¿
欄
中

三
二
上

五
–
欄

–
欄
中

三
三
〃

四
磨
耗

摩
耗

三
四
下

一
七
軸
受
け

軸
受

終
り
か
ら

三
五
上

二
一
同
項
の
前

同
^

の
項
を
削

り
、
同
`

の
項
の

前

〃

〃
〃
二
〇
昇
降
機

昇
降
路

平成™™年š月›日 木曜日 第œ™�œ号官 報
限
定
承
認
公
告

本
籍
千
葉
県
市
川
市
菅
野
一
丁
目
四
〇
六
番
地
、
最

後
の
住
所
千
葉
県
市
川
市
菅
野
一
丁
目
二
六
番
一
号

被
相
続
人

亡

è
丸

照
子

右
被
相
続
人
は
平
成
二
十
一
年
二
月
十
九
日
死
亡
し
、

そ
の
相
続
人
は
平
成
二
十
二
年
二
月
二
十
二
日
千
葉
家
庭

裁
判
所
市
川
出
張
所
に
て
限
定
承
認
を
し
た
か
ら
、
一
切

の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か

ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。
右
期

間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し
ま

す
。平

成
二
十
二
年
三
月
四
日

千
葉
県
市
川
市
東
菅
野
三
丁
目
一
五
番
二
三
号

相
続
財
産
管
理
人

è
丸

定
男

限
定
承
認
公
告

本
籍
大
阪
市
中
央
区
瓦
屋
町
一
丁
目
九
番
地
、
最
後

の
住
所
大
阪
市
鶴
見
区
諸
口
二
丁
目
一
番
一
八
e

三

〇
一
号

被
相
続
人

亡

笹
岡
キ
ヨ
子

右
被
相
続
人
は
平
成
二
十
一
年
十
一
月
二
十
六
日
死
亡

し
、
そ
の
相
続
人
は
平
成
二
十
二
年
二
月
二
十
三
日
大
阪

家
庭
裁
判
所
に
て
限
定
承
認
を
し
た
か
ら
、
一
切
の
相
続

債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇

月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。
右
期
間
内
に

お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

平
成
二
十
二
年
三
月
四
日

大
阪
府
枚
方
市
杉
山
手
一
丁
目
一
〇
番
一
五
号

相
続
財
産
管
理
人

笹
岡

聰
憲

限
定
承
認
公
告

本
籍
福
岡
県
京
都
郡
苅
田
町
大
字
上
片
島
一
三
六
九

番
地
三
、
最
後
の
住
所
本
籍
に
同
じ

被
相
続
人

亡

波
野

光
男

右
被
相
続
人
は
平
成
二
十
一
年
十
二
月
二
十
日
死
亡

し
、
そ
の
相
続
人
は
平
成
二
十
二
年
二
月
十
九
日
福
岡
家

庭
裁
判
所
行
橋
支
部
に
て
限
定
承
認
を
し
た
か
ら
、
一
切

の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か

ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。
右
期

間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し
ま

す
。平

成
二
十
二
年
三
月
四
日

福
岡
県
京
都
郡
苅
田
町
大
字
上
片
島
一
三
六
九
番

地
三

相
続
財
産
管
理
人

波
野

泰
成

任
意
清
算
公
告

当
社
は
、
平
成
二
十
二
年
二
月
十
八
日
を
も
っ
て
解
散

し
、
会
社
法
第
六
六
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
総
社

員
の
同
意
に
よ
り
定
め
た
財
産
の
処
分
の
方
法
に
従
い
清

算
を
い
た
し
ま
す
の
で
、
こ
の
清
算
の
方
法
に
異
議
の
あ

る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

平
成
二
十
二
年
三
月
四
日

鹿
児
島
県
志
布
志
市
志
布
志
町
志
布
志
一
丁
目
一

二
番
一
〇
号

合
名
会
社
與
田
商
店

代
表
社
員

與
田

正
博

取
消
公
告

平
成
二
十
二
年
二
月
二
十
三
日
（
号
外
第
三
十
五
号
）

掲
載
の
合
併
公
告
及
び
決
算
公
告
（
枠
組
）
中
、
合
併
公

告
の
み
取
り
消
し
ま
す
。

平
成
二
十
二
年
三
月
四
日

愛
媛
県
松
山
市
南
久
米
町
三
五
一
番
地
一

（
甲
）
中
予
電
器
株
式
会
社

代
表
取
締
役

宮
嶋

嘉
則

愛
媛
県
東
温
市
南
方
字
町
裏
五
八
二
番
地
一

（
乙
）
東
予
産
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役

宮
嶋

嘉
則

平
成
十
六
年
六
月
二
日
（
号
外
第
百
十
五
号
）
公
布
法

律
第
六
十
九
号
（
放
射
性
同
位
元
素
等
に
よ
る
放
射
線
障

害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
）

（
印
刷
誤
り
）

平
成
二
十
一
年
九
月
二
十
八
日
（
号
外
第
二
百
五
号
）

国
土
交
通
省
告
示
第
千
二
十
四
号
（
平
成
二
十
年
国
土
交

通
省
告
示
第
二
百
八
十
三
号
の
一
部
を
改
正
す
る
件
）

（
原
稿
誤
り
）

二
七
ペ
ー
ジ
下
段
二
五
行
目
の
前
に
次
を
加
え
る
。

別
表
第
三
か
ら
別
表
第
六
ま
で
を
削
る
。

三
六
ペ
ー
ジ
別
記
第
一
号
１
c
中

「
絶
縁
電
動
発
電
機
主
回
路

電
動
機
主
回
路

制
御
等
回
路

制
御
等
回
路

制
御
等
回
路

」

は

「
絶
縁
電
動
発
電
機
の
回
路

電
動
機
の
回
路

制
御
器
等
の
回
路

制
御
器
等
の
回
路

制
御
器
等
の
回
路
」

の
誤
り
。

三
七
ペ
ー
ジ
別
記
第
一
号
６
b
中

「
か
ご
非
常
止
め
装
置
」

は

「
か
ご
非
常
止
め
装
置

形
式
早
ぎ
き
式
・
次
第
ぎ
き
式
・
ス
ラ
ッ
ク
ロ
ー
プ
式
」

の
誤
り
。

三
九
ペ
ー
ジ
別
記
第
二
号
１
b
中
、
四
三
ペ
ー
ジ
別
記

第
三
号
３
`
中
及
び
四
五
ペ
ー
ジ
別
記
第
四
号
１
_
中

「
絶
縁
電
動
機
主
回
路

制
御
等
回
路

制
御
等
回
路

制
御
等
回
路
」

は

「
絶
縁
電
動
機
の
回
路

制
御
器
等
の
回
路

制
御
器
等
の
回
路

制
御
器
等
の
回
路
」

の
誤
り
。

四
七
ペ
ー
ジ
別
記
第
五
号
１
`
中

「
絶
縁
電
動
機
主
回
路

制
御
回
路
等

制
御
回
路
等

制
御
回
路
等
」

は

「
絶
縁
電
動
機
の
回
路

制
御
器
等
の
回
路

制
御
器
等
の
回
路

制
御
器
等
の
回
路
」

の
誤
り
。

四
九
ペ
ー
ジ
別
記
第
六
号
１
a
中

「
絶
縁
：
電
動
機
主
回
路

制
御
等
回
路

制
御
等
回
路

制
御
等
回
路
」

は

「
絶
縁
電
動
機
の
回
路

制
御
器
等
の
回
路

制
御
器
等
の
回
路

制
御
器
等
の
回
路
」

の
誤
り
。

同
日
（
同
号
外
）国
土
交
通
省
告
示
第
千
二
十
五
号（
平

成
二
十
年
国
土
交
通
省
告
示
第
二
百
八
十
四
号
の
一
部
を

改
正
す
る
件
）

（
原
稿
誤
り
）

五
四
ペ
ー
ジ
下
段
終
り
か
ら
一
行
目
の
次
に
次
を
加
え

る
。
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